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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
合成樹脂エマルジョン（Ａ）、酸価２５～２００でかつ数平均分子量が１０，０００～１
００，０００のアクリル重合体水溶液（Ｂ）、ワックス（Ｃ）及び無機フィラー（Ｄ）を
含有してなり、前記アクリル重合体水溶液（Ｂ）が、メチル（メタ）アクリレート、２－
エチルヘキシル（メタ）アクリレート、ｎ－ブチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ
）アクリレート、及び、（メタ）アクリル酸からなる群より選ばれる１種以上を重合して
得られるものであり、かつ、前記アクリル重合体水溶液（Ｂ）が、前記合成樹脂エマルジ
ョン（Ａ）の固形分１００重量部に対して、固形分比で１０～８０重量部となる範囲で含
有することを特徴とする壁紙用防汚コート剤組成物。
【請求項２】
合成樹脂エマルジョン（Ａ）のＴｇが１０～６０℃である請求項１記載の壁紙用防汚コー
ト剤組成物。
【請求項３】
合成樹脂エマルジョン（Ａ）が、反応性乳化剤の存在下で乳化重合して得られるものであ
る請求項１又は２に記載の壁紙用防汚コート剤組成物。
【請求項４】
反応性乳化剤が、－ＳＯ３Ｘ（Ｎａ又はＫ）基、－ＳＯ３ＮＨ４基、－ＯＳＯ２Ｘ（Ｎａ
又はＫ）基、－ＯＳＯ２ＮＨ４基、及びエチレンオキサイド鎖からなる群から選ばれた少
なくとも１種の親水基と、エチレン性不飽和基とを有するものである請求項３に記載の壁
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紙用防汚コート剤組成物。
【請求項５】
アクリル重合体水溶液（Ｂ）のＴｇが－１０～５０℃である請求項１～４のいずれかに記
載の壁紙用防汚コート剤組成物。
【請求項６】
ワックス（Ｃ）が、融点５０～８０℃のパラフィンワックスである請求項１～５のいずれ
かに記載の壁紙用防汚コート剤組成物。
【請求項７】
無機系充填剤（Ｄ）が炭酸カルシウム、水酸化アルミ、酸化チタン、クレー、タルク、カ
オリン、及び二酸化ケイ素からなる群から選ばれた少なくとも１種の化合物である請求項
１～６のいずれかに記載の壁紙用防汚コート剤組成物。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、壁紙用の防汚コート剤に関するものであり、さらに詳しくは、防汚性、ブロッ
キング性、施工性に優れた壁紙用防汚コート剤に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来壁紙に防汚性を付与する手段として、防汚性を有する合成樹脂エマルジョンを塗工す
る事により防汚性を得る方法が知られている。例えば、撥水撥油性を有するフルオロアル
キル基を含有するモノマーを共重合して得られるフッ素含有エマルジョンを塗布する方法
（特開平３－２６９１８４号報、特開平１１－１７２１９０号報）、ポリオルガノシロキ
サンとアクリル樹脂を複合化した合成樹脂エマルジョンを塗布する方法（特開平８－１５
１５５０号報）、エチレン－ビニルアルコール系共重合体水性分散液を塗布する方法（特
開平６－５７６９２号報）、ビニル系樹脂エマルジョンとメラミン樹脂を塗布し架橋させ
る方法（特許第８５６９８号）がある。
【０００３】
しかしながら、前記フッ素含有エマルジョンはフルオロアルキル基を含有するモノマーが
疎水性のため安定なエマルジョンを合成する事が難しく、従って機械的安定性や長期安定
性が悪く、また造膜性も悪いため高温での熱処理を必要とする等、実用的な物性を得るこ
とは極めて難しいという欠点がある。
【０００４】
ポリオルガノシロキサンを複合化した合成樹脂エマルジョンやエチレン－ビニルアルコー
ル系共重合体水性分散液については、重合方法が極めて複雑であり、安定なエマルジョン
を得ることが難しい。
【０００５】
またメラミン樹脂により架橋塗膜を形成させる方法では、架橋させる事によりある程度の
防汚性を発現させる事はできるものの、「シックハウス症候群」の原因物質の一つである
ホルマリン発生の問題があり実用的ではない。
【０００６】
更に、特に紙を化粧紙として使用した紙壁紙においては、壁に施工糊を用いて施工する際
の可使時間が短い、あるいは施工後の目地すきが出やすい等の欠点があり、実用的な紙壁
紙を得ることは極めて難しかった。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、上記のような従来技術の欠点を解消すべく、防汚性に優れ、かつブロッキング
性、浮き、はがれ、目地すき等の施工作業性にも優れた壁紙用、特に紙壁紙用の防汚コー
ト剤組成物を提供する事を目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
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本発明者らは上記課題を解決するために鋭意研究を行なった結果、合成樹脂エマルジョン
、特定のアクリル重合体水溶液、ワックス及び無機フィラーを含有する合成樹脂組成物に
より、防汚性だけでなく、ブロッキング性、更には施工性を大幅に改善できることを発見
し、本発明を完成させるに到った。
【０００９】
すなわち本発明は、合成樹脂エマルジョン（Ａ）、酸価２５～２００でかつ数平均分子量
が１０，０００～１００，０００のアクリル重合体水溶液（Ｂ）、ワックス（Ｃ）及び無
機フィラー（Ｄ）を含有してなり、前記アクリル重合体水溶液（Ｂ）が、メチル（メタ）
アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート、ｎ－ブチル（メタ）アクリレ
ート、エチル（メタ）アクリレート、及び、（メタ）アクリル酸からなる群より選ばれる
１種以上を重合して得られるものであり、かつ、前記アクリル重合体水溶液（Ｂ）が、前
記合成樹脂エマルジョン（Ａ）の固形分１００重量部に対して、固形分比で１０～８０重
量部となる範囲で含有することを特徴とする壁紙用防汚コート剤組成物、
【００１０】
（２）合成樹脂エマルジョン（Ａ）のＴｇが１０～６０℃である（１）記載の壁紙用防汚
コート剤組成物、
【００１１】
（３）合成樹脂エマルジョン（Ａ）が、反応性乳化剤の存在下で乳化重合して得られるも
のである（１）又は（２）に記載の壁紙用防汚コート剤組成物、
【００１２】
（４）反応性乳化剤が、－ＳＯ３Ｘ（Ｎａ又はＫ）基、－ＳＯ３ＮＨ４基、－ＯＳＯ２Ｘ
（Ｎａ又はＫ）基、－ＯＳＯ２ＮＨ４基、及びエチレンオキサイド鎖からなる群から選ば
れた少なくとも１種の親水基と、エチレン性不飽和基とを有するものである（３）に記載
の壁紙用防汚コート剤組成物、
【００１３】
（５）アクリル重合体水溶液（Ｂ）のＴｇが－１０～５０℃である（１）～（４）のいず
れかに記載の壁紙用防汚コート剤組成物、
【００１４】
（６）ワックス（Ｃ）が、融点５０～８０℃のパラフィンワックスである（１）～（５）
のいずれかに記載の壁紙用防汚コート剤組成物、
【００１５】
（７）無機系充填剤（Ｄ）が炭酸カルシウム、水酸化アルミ、酸化チタン、クレー、タル
ク、カオリン、及び二酸化ケイ素からなる群から選べれる選ばれた少なくとも１種の化合
物である（１）～（６）のいずれかに記載の壁紙用防汚コート剤組成物、
を提供するものである。
【００１６】
【発明の実施の形態】
以下本発明を詳細に説明する。
本発明の合成樹脂エマルジョン（Ａ）は、エチレン性不飽和単量体を乳化重合して得られ
る合成樹脂エマルジョンであり、特に反応性乳化剤の存在下で乳化重合して得られる実質
的にソープフリー型の合成樹脂エマルジョンが好ましい。
【００１７】
かかるエチレン性不飽和単量体としては、例えば（メタ）アクリル酸メチル、（メタ）ア
クリル酸エチル、（メタ）アクリル酸ｎ－プロピル、（メタ）アクリル酸ｉ－プロピル、
（メタ）アクリル酸ｎ－ブチル、（メタ）アクリル酸ｉ－ブチル、（メタ）アクリル酸ｔ
－ブチル、（メタ）アクリル酸ｎ－アミル、（メタ）アクリル酸ｉ－アミル、（メタ）ア
クリル酸ｎ－ヘキシル、（メタ）アクリル酸シクロヘキシル、（メタ）アクリル酸ｎ－ヘ
プチル、（メタ）アクリル酸２－エチルヘキシル、（メタ）アクリル酸オクチル、（メタ
）アクリル酸ｉ－ノニル、（メタ）アクリル酸ｔ－ブチルシクロヘキシル、（メタ）アク
リル酸デシル、（メタ）アクリル酸ドデシル、（メタ）アクリル酸ステアリル等の（メタ
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）アクリル酸アルキルエステル類；
【００１８】
１，２－ブタジエン、１，３－ブタジエン、イソプレン、クロロプレン等の脂肪族共役ジ
エン類；スチレン、α－メチルスチレン、ビニルトルエン、クロルスチレン、２，４―ジ
ブロモスチレン等のエチレン性不飽和芳香族単量体類；アクリロニトリル、メタクリロニ
トリル等のエチレン性不飽和ニトリル類；
【００１９】
アクリル酸、メタクリル酸、クロトン酸、マレイン酸およびその無水物、フマル酸、イタ
コン酸等のエチレン性不飽和カルボン酸類；マレイン酸モノメチル、フマル酸モノエチル
、イタコン酸モノｎ－ブチル等の不飽和ジカルボン酸モノアルキルエステル類；
【００２０】
酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル等のビニルエステル類；塩化ビニリデン、臭化ビニリデ
ン等のハロゲン化ビニリデン類；
【００２１】
（メタ）アクリル酸－２－ヒドロキシエチル、（メタ）アクリル酸２－ヒドロキシプロピ
ル等のエチレン性不飽和カルボン酸のヒドロキシアルキルエステル類；
【００２２】
（メタ）アクリル酸グリシジル等のエチレン性不飽和カルボン酸のグリシジルエステル；
【００２３】
（メタ）アクリルアミド、Ｎ－メチロール（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ブトキシメチル
（メタ）アクリルアミド、ジアセトンアクリルミド等のラジカル重合可能な単量体等が挙
げられる。
【００２４】
本発明の合成樹脂エマルジョン（Ａ）を製造する際に用いられる乳化剤としては、従来公
知の如何なる乳化剤を用いることもできるが、本発明で特に好ましいのは、反応性乳化剤
である。かかる反応性乳化剤としては、－ＳＯ３Ｘ（Ｎａ又はＫ）基、－ＳＯ３ＮＨ４基
、－ＯＳＯ２Ｘ（Ｎａ又はＫ）基、－ＯＳＯ２ＮＨ４基、あるいはエチレンオキサイド鎖
の中から選ばれた少なくとも１種の親水基と、重合可能なエチレン性不飽和基を有する乳
化剤が挙げられ、例えばスチレンスルホン酸ソーダ、ビニルスルホン酸ソーダ、ラテムル
Ｓ－１８０Ａ（花王（株）製）、エレミノールＪＳ－２（三洋化成（株）製）、アクアロ
ンＨＳ－１０、同ＨＳ－１０２５（第一工業製薬（株）製）、アデカリアソープＳＥ－１
０Ｎ（旭電化工業（株）製）、他特公昭４９－４６２９１号報、特開昭５４－１４４３１
７号報、特開昭５５－１１５４１９号報、特開昭５８－２０３９６０号報、特開昭６２－
３４９４７号報、特開昭６２－１０４８０２号報、特開平４－５３８０２号報に記載され
る化合物等が挙げられる。
【００２５】
これら反応性乳化剤の使用量は、合成樹脂エマルジョンの化学的安定性、機械的安定性、
防汚性、施工性を考慮して、エチレン性不飽和単量体の合計量１００重量部に対して、好
ましくは０．５～５重量部の範囲で使用される。
【００２６】
また乳化剤を使用せず、合成樹脂の骨格中にカルボキシル基、－ＳＯ３Ｘ（Ｎａ又はＫ）
基、－ＳＯ３ＮＨ４基、－ＯＳＯ２Ｘ（Ｎａ又はＫ）基、－ＯＳＯ２ＮＨ４基等の陰イオ
ン性基、第４級アンモニウム塩基等の陽イオン性基、エチレンオキサイド鎖等の非イオン
性の官能基を含ませた自己乳化型の合成樹脂水性分散体を分散剤として使用することもで
きる。かかる合成樹脂水性分散体としては、前記エチレン性不飽和カルボン酸、反応性乳
化剤等を必須成分として得られるソープフリー型の合成樹脂エマルジョンあるいは水溶性
重合体、あるいは水性ポリエステル樹脂、水性ウレタン樹脂、水性ポリアミド樹脂、水性
エポキシ樹脂等が挙げられる。
【００２７】
本発明の合成樹脂エマルジョンには、本発明の効果を損なわない範囲で、その他の乳化剤
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も併用する事ができる。かかる乳化剤としては、従来公知の陰イオン性界面活性剤、非イ
オン性界面活性剤、陽イオン性界面活性剤、両イオン性界面活性剤等が挙げられる。
【００２８】
本発明の合成樹脂エマルジョン（Ａ）を製造するに際しては、従来公知の重合条件で製造
することができ、例えば前記乳化剤及びフリ－ラジカル発生触媒の存在下で、前記単量体
混合物を４０℃～８０℃で熱重合あるいはレドックス重合することにより得られる。かか
るフリ－ラジカル発生触媒としては、例えば過硫酸カリウム（Ｋ２Ｓ２Ｏ８）、過硫酸ア
ンモニウム（（ＮＨ４）２Ｓ２Ｏ８）、過酸化水素水等の水性触媒、t－ブチルハイドロ
パ－オキサイド、クメンハイドロパ－オキサイド等の油性触媒が使用でき、場合によって
は、これらの触媒に酸性亜硫酸ソーダ、ロンガリット、Ｌ－アスコルビン酸、アミン類の
ような還元剤を併用してレドックス重合させることもできる。
【００２９】
本発明の合成樹脂エマルジョン（Ａ）は、ブロッキング性、防汚性、施工性の点からＴｇ
が１０～６０℃である事が好ましい。より好ましいＴｇは、１５～４０℃の範囲である。
【００３０】
本発明のアクリル重合体水溶液（Ｂ）は、合成樹脂エマルジョン（Ａ）とともに緻密な塗
膜を形成させ施工性を向上させると同時に、後述のワックスを塗膜表面に析出させて防汚
性、ブロッキング性を向上させるための必須成分である。
【００３１】
本発明のアクリル重合体水溶液（Ｂ）は、前記（メタ）アクリル酸エステル系単量体の他
、エチレン性不飽和カルボン酸を必須成分として共重合して得られた水溶性のアクリル重
合体であり、従来公知の如何なる方法で製造しても良い。例えば、▲１▼前記（メタ）ア
クリル酸エステル系単量体及びエチレン性不飽和カルボン酸を有機溶剤中でラジカル重合
させた後、中和剤で中和した後、水に溶解させ有機溶剤を減圧蒸留等で除去する方法、▲
２▼前記（メタ）アクリル酸エステル系単量体及びエチレン性不飽和カルボン酸を懸濁重
合させた後、中和剤で中和しながら水に溶解させる方法等が挙げられる。かかる中和剤と
しては、アンモニア、トリエチルアミン等の揮発性塩基が好ましく、特にアンモニアが好
ましい。
【００３２】
本発明のアクリル重合体水溶液（Ｂ）は、酸価が２５～２００であり、かつ分子量が１０
，０００～１００，０００である事が好ましい。酸価がこの範囲内であれば十分な防汚性
、施工性、及び耐水性が得られ、吸湿によるブロッキング等が発生することもない。更に
好ましい酸価は、４０～１２０の範囲である。また分子量が、上記範囲であれば、耐水性
、ブロッキング性、施工性が良好であり、防汚コート剤組成物の固形分濃度及び粘度が好
適な範囲となり、塗工性、乾燥性等も良好である。
【００３３】
本発明のアクリル重合体水溶液（Ｂ）のＴｇは、防汚性、ブロッキング性、施工性等の本
発明の目的を達成するためには、Ｔｇ－１０～５０℃である事が好ましく、より好ましく
は０～４０℃の範囲である。
【００３４】
また本発明のアクリル重合体水溶液（Ｂ）の使用量は、前記合成樹脂エマルジョン（Ａ）
の固形分１００重量部に対して、固形分対比で５～１００重量部であることが好ましい。
この範囲であれば、防汚性、ブロッキング性、施工性、及び塗工性が良好である。より好
ましい使用量は、固形分比で１０～８０部の範囲である。
【００３５】
本発明のワックス（Ｃ）は、特に石油から分離、精製された結晶性パラフィンワックスで
ある事が好ましく、これらを乳化剤を使用して、あるいは水溶性あるいは水分散性の樹脂
を使用して水中に乳化分散されたものが好ましい。自己乳化型のワックス水分散体を使用
してパラフィンワックスを乳化分散したものも好適である。本発明の防汚性の点からは、
特にノルマルパラフィンを９０重量％以上含むものが好ましい。
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【００３６】
またワックスの融点は、防汚性の点より５０～８０℃の範囲である事が好ましい。この範
囲であれば、防汚コート剤組成物を基材に塗布後乾燥工程において、基材にしみ込むこと
による防汚性不良等の問題が生じることはなく、またワックスが保護皮膜の表面に析出し
にくいため十分な防汚性を発揮できなくなるといった問題も起こらない。
【００３７】
また本発明のワックス（Ｃ）の使用量は、前記合成樹脂エマルジョン（Ａ）及びアクリル
重合体水溶液（Ｂ）の全固形分１００重量部に対して、固形分対比で３～５０重量部であ
ることが好ましい。この範囲内であれば、防汚性、基材との密着性、施工性が良好である
。
【００３８】
ワックス（Ｃ）と合成樹脂エマルジョン（Ａ）、アクリル重合体水溶液（Ｂ）との組み合
わせ方法としては、ワックス（Ｃ）を乳化分散体として合成樹脂エマルジョン（Ａ）、ア
クリル重合体水溶液（Ｂ）に混合して使用してもよいし、あるいは合成樹脂エマルジョン
（Ａ）を乳化重合して製造する際にワックス（Ｃ）の存在下で乳化重合する方法でもよい
。更にはアクリル重合体水溶液を製造する際にワックスの存在下で製造してもよい。
【００３９】
本発明の防汚コート剤組成物には前記（Ａ）～（Ｃ）以外に無機充填剤（Ｄ）を加えるこ
とが好ましく、かかる無機充填剤（Ｄ）としては、炭酸カルシウム、水酸化アルミ、酸化
チタン、クレー、タルク、カオリン、二酸化ケイ素等が挙げられ、これら単独あるいは併
用して用いることもできる。無機充填剤の平均粒子径は配合安定性、塗工性、防汚性、施
工性の点から１μｍ～２０μｍのものが好ましい。
【００４０】
かかる無機系充填剤（Ｄ）の使用量は、合成樹脂エマルジョン（Ａ）及びアクリル重合体
水溶液（Ｂ）の全固形分１００重量部に対して、５～２００重量部が好ましい。この範囲
であれば十分な艶消し効果が得られ、また塗工性、防汚性、施工性も良好である。
【００４１】
本発明の防汚コート剤組成物には、更に必要に応じて、水性顔料、濡れ剤、消泡剤、増粘
剤、無機充填剤用の分散剤等を添加することができる。
【００４２】
かくして得られた防汚コート剤組成物は、塩ビ、紙、不織布、織布等の壁紙基材に対して
塗布される。本発明の防汚コート剤組成物の塗布方法は、特に限られたものではなく、塗
布しようとする基材にあわせて適宜選択することができる。例えば、グラビアコーター、
バーコーター、ブレードコーター、ロールコーター、エアーナイフコーター、スクリーン
コーター、カーテンコーターなどの各種コーターによる塗工が挙げられる。
【００４３】
本発明の防汚コート剤組成物の塗布量としては、防汚性、施工性の点から固形分換算で好
ましくは５～８０g/m２、より好ましくは１５～７０g/m２である。
【００４４】
本発明の防汚コート剤組成物を塗工した後の乾燥方法としては、従来公知の方法が使用で
きるが、特に熱風乾燥が好ましく、通常５０～１５０℃、好ましくは８０～１４０℃で完
全に乾燥されるまでの十分な時間、少なくとも１分以上乾燥される。
【００４５】
【実施例】
以下に合成例及び実施例を示し本発明を具体的に説明する。特に断らない限り、例中の「
部」および「％」はそれぞれ「重量部」及び「重量％」を表す。
【００４６】
［合成樹脂エマルジョンの合成例１］
還流冷却装置、撹拌装置と窒素ガスブロー管を備えた重合容器に水１１０部、反応性乳化
剤Ｓ－１８０［不飽和アルキル硫酸塩、花王(株)製]を１．２５部、スチレン５０部、２
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－エチルヘキシルアクリレート３７部、メチルメタクリレート１０部、メタアクリル酸３
部を仕込み、撹拌を開始し、反応温度８０℃に昇温し、重合容器内温度が８０℃に達した
とき、過硫酸ナトリウム０．１５部を添加し、反応を開始させた。１０時間後、重合率が
９８％に達したとき、冷却を行なった。得られたエマルジョンの重合率は９８．８％であ
った。次いで、２５％アンモニア水でエマルジョンのｐＨを８．５に調整し、固形分４５
．０％の合成樹脂エマルジョン（Ｔｇ＝２３℃、以下エマルジョンＡ１という）を得た。
【００４７】
［合成樹脂エマルジョンの合成例２］
還流冷却装置、撹拌装置と窒素ガスブロー管を備えた重合容器に水１１０部、反応性乳化
剤Ｓ－１８０［不飽和アルキル硫酸塩、花王(株)製]を１．２５部、スチレン５５部、２
－エチルヘキシルアクリレート３２部、メチルメタクリレート１０部、メタアクリル酸３
部を仕込み、撹拌を開始し、反応温度８０℃に昇温し、重合容器内温度が８０℃に達した
とき、過硫酸ナトリウム０．１５部を添加し、反応を開始させた。１０時間後、重合率が
９８％に達したとき、冷却を行なった。得られたエマルジョンの重合率は９８．９％であ
った。次いで、２５％アンモニア水でエマルジョンのｐＨを８．５に調整し、固形分４５
．０％の合成樹脂エマルジョン（Ｔｇ＝３２℃、以下エマルジョンＡ２という）を得た。
【００４８】
［アクリル重合体水溶液の合成例１、２及び比較合成例１～４］
還流冷却装置、撹拌装置と窒素ガスブロー管を備えた重合容器に２－プロパノール３００
部、下記モノマー混合物及び過酸化ベンゾイル（７５％湿体）２部を仕込み、窒素ガスを
吹き込んで空気を置換した後、８０℃まで加熱して重合反応を開始させた。８０℃で１２
時間反応させ重合率が９８％に達したとき、２５％アンモニア水２７部と水６３６部を仕
込み均一溶解させた後、減圧下６０℃で２－プロパノールがなくなるまで蒸留して、最後
に水を加えて濃度調整し、アクリル重合体水溶液Ｂ１～Ｂ６（表－１）を得た。
【００４９】
【表１】

【００５０】
ＭＭＡ：メチルメタクリレート　＊高粘度のため水で希釈
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ＥＨＡ：２－エチルヘキシルアクリレート
ＢＡ　：ｎ－ブチルアクリレート
ＥＡ　：エチルアクリレート
ＭＡＡ：メタクリル酸（８０％水溶液）
ＡＡ　：アクリル酸（８０％水溶液）
ＬＭ　：ラウリルメルカプタン
【００５１】
［実施例１～３、比較例１～５］
得られた合成樹脂エマルジョンとアクリル重合体水溶液を、ワックスエマルジョン、無機
充填剤と表－２の通りに配合し、本発明の壁紙用防汚コート剤組成物を調整し、パルプよ
りなる紙壁紙の表面にバーコーターで塗工し、引き続き熱風乾燥機中１２０℃で２分乾燥
して防汚性壁紙を得た。
【００５２】
このようにして得られた防汚性壁紙について、下記の試験方法により、防汚性、ブロッキ
ング性、施工性を評価した。表－２にその評価結果を示す。
防汚性：防汚性壁紙の表面に各種汚れ（水性ペン、クレヨン、コーヒー、醤油）を塗布し
室温で２４時間放置後、洗剤水溶液を含ませた脱脂綿でふき取った後の汚れを相対評価。
５：完全に除去、１：全く除去できない
ブロッキング性：２枚の防汚性壁紙の表面と裏面を重ねたものを２枚のガラス板の間には
さみ、荷重をかけて４０℃、相対湿度６５％の部屋に３日放置後、防汚壁紙を剥離してブ
ロッキング状態を比較評価。
○：ブロッキング全く無し
△：ややブロッキングあり
×：ブロッキングあり
施工性：防汚壁紙を市販の施工糊を用いて壁に施工した場合の、浮き、
はがれ、目地スキを評価。
○：浮き、はがれ、目地スキ無し
△：浮き、はがれは無いが、やや目地スキあり
×：浮き、はがれ、目地スキあり
【００５３】
【表２】
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【００５４】
パラフィンワックス：Ｅ－０１３６（固形分40%、融点60℃）日本精蝋（株）
水酸化アルミニウム：Ｃ－３０３　（平均粒子径２μｍ）　住友軽金属（株）
炭酸カルシウム：ＮＳ－１００（平均粒子径３μｍ）　日東粉化（株）
【００５５】
この表－２の結果より、実施例１～３の防汚コート剤組成物については、いずれも防汚性
、ブロッキング性及び施工性ともに全て満足した結果が得られたが、比較例１～５の防汚
コート剤組成物については、防汚性とブロッキング性、施工性のバランスが悪いことがわ
かる。
【００５６】
【発明の効果】
本発明の防汚コート剤組成物を用いてなる壁紙は、防汚性能に優れているだけでなく、ブ
ロッキング性及び施工性にも大変優れており極めて有用である。
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